
2019
2020年3月10日

No.34 2019年 1月25日
日本ジビエサミット in 徳島が開催され、参
加。（徳島グランヴィリオホテル）

2019年 2月16日
木育サミット in 徳島に参加。（あわぎんホー
ル）

2019年 3月12日
連合徳島主催の「暮らしの底上げ街宣」に
参加し、公正・公平な社会の実現を訴えた。

2019年 3月17日
徳島マラソン2019スタートセレモニーに
参加。

2019年 6月1日
県職連合まつりに参加。すだちくんも頑張り
ました。（アスティとくしま）

2019年 6月8日
アジアアフリカ支援米田植え。（食とみどり、
水を守る徳島県民会議主催）

2019年 8月30日
関西広域連合議会にて、J-GREEN SAKAI
堺市立サッカー・ナショナルトレーニングセ
ンターを訪問。

2019年 10月30日
食品ロス全国大会に参加。（徳島グランヴィ
リオホテル）

2019年 9月5日
Ｇ２0国際会合に出席。（徳島クレメントホテル）

2019年 12月7日
コウノトリフォーラムを、実行委員会で開催。

2019年 12月18日
四国大学文学部学生による、書道パフォー
マンス。（議事堂１階）

2019年 2月16日
美波町にて、ワカメなどの調査を実施。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

公
私
と
も
に
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
秋
に
発
生
し
た
台
風
15
号
、19
号
に
よ
り
、人
的
被
害
も
含
め
大
変

大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。地
球
温
暖
化
問
題
、海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

問
題
、食
品
ロ
ス
の
問
題
、私
た
ち
は
、地
球
環
境
や
生
態
系
に
配
慮
を
し
た

生
活
や
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
必
要
性
を
痛
感
す
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　
今
回
の
県
政
レ
ポ
ー
ト
は
、県
議
会
の
代
表
質
問
で
も
取
り
上
げ
た
、食

品
ロ
ス
を
ど
の
よ
う
に
削
減
し
て
い
く
の
か
。県
内
外
で
開
催
さ
れ
た「
木
育

サ
ミ
ッ
ト
」の
成
果
を
い
か
に
県
民
に
届
け
、木
と
の
ふ
れ
あ
い
を
醸
成
し
て

い
く
の
か
。ま
た
、関
西
広
域
連
合
議
会
で
の
活
動
な
ど
を
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
、南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震・津
波
対
策
、ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
な
ど
の
家

畜
伝
染
病
侵
入
防
止
の
た
め
の
水
際
対
策
確
立
な

ど
、危
機
管
理
が
今
後
と
も
重
要
で
す
。

　
私
は
、こ
れ
か
ら
も
、人
を
大
切
に
す
る
政
治
を

つ
ら
ぬ
き
、共
に
助
け
合
い
、共
に
生
き
て
い
く
、や

さ
し
い
社
会
を
め
ざ
し
て
、皆
様
方
と
共
に
頑
張
っ

て
い
く
決
意
を
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　2019年に徳島県で開催された「第6回木育サ
ミット in 徳島」、そして本年2月に東京で開催さ
れた「木育サミット in 新木場」に参加しました。
　木育とは、子どもをはじめとするすべての人々が

『木とふれあい、木に学び、木と生きる』取り組み
であり、子どもの頃から木を身近に使っていくこと
を通じて、人と木や森との関わりを主体的に考え
られる豊かな心を育むことです。木を使うことで森
林・林業・林産業を元気にさせ、山村・里山を中心
とした地域経済を活性化させます。
　木のおもちゃは子どもの五感に働きかけ、感性
豊かな心の発達を促すことと、親にとっても癒し
効果があります。子どもが育つ環境に木を取り入
れていくことで、木の良さ（魅力）を感じようでは
ありませんか。本県でも木育広場が順次設置され
ており、その拠点となる「とくしま木のおもちゃ美
術館」が2021年度あすたむらんど徳島につくら
れます。

木育を推進しよう！



2
0
1
9
年
6
月
25
日
、

会
派「
新
風
と
く
し
ま
」を
代
表
し
て

文
教
厚
生
委
員
会

環
境
対
策
特
別
委
員
会

関
西
広
域
連
合
議
会

　
議
員

　❶
地
球
温
暖
化
防
止
対
策・水
素

　
　

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

質
問「
庄
野
」　
近
年
、地
球
温
暖
化
防
止
対
策
は
ま
さ
に
差

し
迫
っ
た
課
題
と
な
って
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、脱
炭
素
社
会

を
実
現
す
る
た
め
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が「
水
素
」で
す
。県
が

掲
げ
る「
2
0
2
0
年
燃
料
電
池
バ
ス
本
県
導
入
」は
、県
民

生
活
に
身
近
な
も
の
と
し
て
、ま
た
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
と
し

て
、本
格
的
な
普
及
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。そ
こ
で
、燃
料
電
池
バ
ス
の
本
格
的
な
運
航
に
必
須
で
あ

る
県
内
の
水
素
供
給
拠
点
の
整
備
に
向
け
、今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁「
飯
泉
知
事
」　
本
県
で
は
、平
成
27
年
度
に「
徳
島
県

水
素
グ
リ
ッ
ド
構
想
」を
策
定
し
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来・水

素
ス
テ
ー
シ
ョン
、四
国
初・移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョン
の
導
入
、

全
国
に
先
駆
け
た
公
用
車
への「
燃
料
電
池
自
動
車
」の
導
入

な
ど
、着
実
に
社
会
実
装
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、公
共
交
通
機

関
への
燃
料
電
池
バ
ス
の
導
入
を
前
提
と
し
た「
水
素
供
給
拠

点
」の
整
備
に
向
け
、「
四
国
大
陽
日
酸・株
式
会
社
」「
東
亞

合
成
株
式
会
社
」に
本
県
も
加
わ
っ
た
三
者
の
間
で
、水
素
ス

テ
ー
シ
ョン
の
開
設
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、合
意
に
至
り
ま

し
た
。

　「
全
国
初
」と
な
る「
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー・副
生
水
素
」

活
用
に
よ
る「
3
6
5
日
定
時
運
用
」が
可
能
な
水
素
ス
テ
ー

シ
ョン
の
2
0
2
0
年
度
中
の
設
置
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　❷
食
品
ロ
ス
削
減
対
策
に
つ
い
て

　
食
品
ロ
ス
の
削
減
は
、今
や
世
界
的
な
課
題
で
あ
り
、国
連
の

「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」で
も
、「
一
人
当
た
り

の
食
料
廃
棄
量
を
世
界
全
体
で
2
0
3
0
年
ま
で
に
半
減
さ

せ
る
」と
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、去
る
5
月
31
日
、「
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
」が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
が
、食
品
関
連
事
業
者
に
加
え
、廃
棄
さ
れ
る
食
品
を
企
業
な
ど
か
ら
譲
り

受
け
、福
祉
施
設
な
ど
に
届
け
る「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」の
活
動
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

も
、政
府
や
自
治
体
に
促
し
て
い
る
点
は
、特
に
評
価
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
お
伺
い
し
ま
す
。食
品
ロ
ス
削
減
対
策
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
に
は
、事

業
者
や「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」な
ど
に
対
す
る
県
の
支
援
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
が
、「
食

品
ロ
ス
削
減
推
進
法
」の
制
定
を
機
に
、今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

答
弁「
福
井
政
策
監
」　
廃
棄
さ
れ
る

食
品
の
半
数
は
、「
外
食
」や「
食
品
の
製

造
流
通
段
階
」で
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
食
品
関
連
事
業
者
」や「
フ
ー
ド
バ

ン
ク
」に
よ
る「
実
践
」を「
後
押
し
」す

る
取
り
組
み
を
展
開
し
、「
食
品
ロ
ス
削

減
の
日
」で
あ
る
10
月
30
日
に
本
県
で
開

催
す
る「
全
国
大
会
」に
お
い
て
、強
力
に

発
信
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま

た
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」に
関
し
て
は
、「
活

躍
の
場
」を
県
下
全
域
へ
と
広
げ
る
こ
と

が
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、具
体
的
に
は
、

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」に
加
え
、「
食
品
提
供

事
業
者
」「
社
会
福
祉
協
議
会
」「
子
ど

も
食
堂
」「
シ
ス
テ
ム
開
発
業
者
」な
ど

が
参
画
す
る
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク・モ
デ
ル
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、新
た
な「
フ
ー
ド
バ
ン
ク・

2
0
1
9
年

2
月
13
日
　

2
月
定
例
県
議
会
開
会

　
　
16
日
　
第
6
回
木
育
サ
ミ
ッ
ト
in
徳
島（
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）

　
　
19
日
　
代
表
質
問

　
　
20
日
、  

21
日
　
一
般
質
問

　
　
27
日
、  

28
日
　
県
土
整
備
委
員
会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3
月
1
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会
　

　
　

8
日
　

2
月
定
例
県
議
会
閉
会

　
　
14
日
　
大
松
小
学
校
卒
業
式

　
　
15
日
　
大
松
幼
稚
園
保
育
修
了
式

　
　
17
日
　
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９

　
　
29
日
　
県
議
選
告
示

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4
月
7
日
　
県
議
選
投
票
日（
7
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
）

　
　

9
日
　
大
松
小
入
学
式

　
　
10
日
　
大
松
幼
稚
園
入
園
式

　
　
27
日
　
メ
ー
デ
ー

　
　
29
日
　
竹
林
を
見
る
会（
食
と
み
ど
り
、水
を
守
る
徳
島
県
民
会
議

　
　
　
　
　
阿
南
市
福
井
町
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5
月
16
日
　
移
動
店
舗
事
業
協
同
組
合
総
会（
Ｊ
Ａ
会
館
）

　
　
17
日
　
臨
時
県
議
会

　
　
23
日
　
徳
島
市
戦
没
者
追
悼
式

　
　
26
日
　
フ
レッ
セ
定
期
大
会（
Ｊ
Ａ
会
館
）

　
　
30
日
　
徳
島
県
獣
医
師
会
第
8
回
通
常
総
会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

6
月
1
日
　
県
職
連
合
ま
つ
り

　
　

8
日
　
ア
ジ
ア・ア
フ
リ
カ
支
援
米
田
植
え（
主
催・食
と
み
ど
り
、水

　
　
　
　
　
を
守
る
徳
島
県
民
会
議
）

　
　
14
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

　
　
18
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

　
　
19
日
　

6
月
定
例
県
議
会
開
会

　
　
22
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会（
大
阪
市
、本
部
）

　
　
25
日
　
代
表
質
問

　
　
26
日
、 

27
日
　
一
般
質
問

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

7
月
3
日
、 

5
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　

9
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会

　
　
16
日
　

6
月
定
例
県
議
会
閉
会

　
　
23
日
　
文
教
厚
生
委
員
会
県
内
視
察（
鳴
門
病
院
他
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

8
月
5
日
～
7
日
　
文
教
厚
生
委
員
会
県
外
視
察（
秋
田
県
、東
京
都
）

　
　
12
日
　
阿
波
踊
り（
麻
布
大
学
同
窓
会
）

　
　
22
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会
、全
員
協
議
会（
大
阪
市
、本
部
）

　
　
24
日
、 

25
日
　
江
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
親
善
行
事（
江
南
市
）

　
　
29
日
、 

30
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会
８
月
定
例
会（
堺
市
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

9
月
3
日
、  

4
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会
視
察（
神
奈
川
県
、東
京
都
）

　
　
13
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

　
　
16
日
　
敬
老
会（
大
松
小
学
校
体
育
館
）

　
　
18
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

　
　
19
日
　

9
月
定
例
県
議
会
開
会

　
　
23
日
　
第
49
回
小・中
剣
道
大
会（
徳
島
眉
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
主
催
）

　
　
25
日
　
代
表
質
問

　
　
26
日
　
一
般
質
問

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

10
月
2
日
、 

3
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　

5
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会（
大
阪
市
、本
部
）

　
　

7
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会

　
　
11
日
　

9
月
定
例
県
議
会
閉
会

　
　
13
日
　
大
松
小
学
校
運
動
会

      

19
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会（
大
阪
市
、本
部
）

      

21
日
　
反
戦
集
会（
徳
島
市
）

      

25
日
　
環
境
問
題
講
演
会（
大
阪
市
）

      

30
日
　
食
品
ロ
ス
全
国
大
会（
徳
島
市
）

      

31
日
　
狭
山
県
内
集
会（
徳
島
市
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

11
月
2
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会（
大
阪
市
、本
部
）

　
　
10
日
　
第
1
回
徳
島
木
育
サ
ミ
ッ
ト（
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
）

　
　
21
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会（
大
阪
市・庄
野
登
壇
、質
問
）

　
　
25
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

      

28
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）　

      

29
日
　
11
月
定
例
県
議
会
開
会

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     

12
月
4
日
　
代
表
質
問

　
　

5
日
　
一
般
質
問

　
　

7
日
　
コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム（
徳
島
市
）

　
　
11
日
、  

12
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
16
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会

　
　
19
日
　
11
月
定
例
県
議
会
閉
会

２
０
２
０
年

１
月
5
日
　
徳
島
市
消
防
出
初
式

　
　

8
日
　
連
合
徳
島
旗
開
き

　
　
10
日
　
自
治
労
徳
島
県
本
部
旗
開
き

　
　
12
日
　
合
同
成
人
式（
多
家
良
コ
ミ
セ
ン
）

　
　
14
日
　
県
職
連
合
旗
び
ら
き

　
　
15
日
～
18
日
　
会
派
研
修（
香
港・J
E
T
R
O
、在
香
港
日
本
国

　
　
　
　
　
領
事
館
他
）

　
　
23
日
　
農
業
振
興
議
員
連
盟
視
察（
勝
浦
町
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2
月
2
日
　
佐
那
河
内
村
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　
　

6
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

　
　

8
日
　
第
7
回
木
育
サ
ミ
ッ
ト
in
新
木
場（
東
京
都
）

　
　
10
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

　
　
12
日
　

2
月
定
例
県
議
会
開
会

　
　
15
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会（
大
阪
市
）

　
　
18
日
　
代
表
質
問

　
　
19
日
、 

20
日
　
一
般
質
問

　
　
27
日
、 

28
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3
月
1
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会（
大
阪
市
）

　
　

3
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会

　
　
10
日
　

2
月
定
例
県
議
会
閉
会

シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、多
様
な
主
体
が
連
携
し
、「
県
民
総
ぐ
る
み
」で「
食
べ
物
を
無
駄
に
し
な
い

意
識
」の
醸
成・定
着
を
図
り
、「
本
県
が
食
品
ロ
ス
削
減
を
リ
ー
ド
す
る
」と
の
強
い
決
意
を

持
ち
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　❸「
家
畜
伝
染
病
」の
発
生
に
備
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　防
疫
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

質
問「
庄
野
」　
昨
年
9
月
に
は
、国
内
で
は
26
年
ぶ
り
に
岐
阜
県
で「
豚
コ
レ
ラ
」が
発
生

し
、こ
れ
ま
で
に
10
万
頭
を
超
え
る
豚
が
殺
処
分
さ
れ
る
と
い
う
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、未
だ
終
息
に
至
って
い
な
い
状
況
で
す
。

　
一方
、海
外
で
は
、伝
播
力
が
強
く
、有
効
な
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
法
が
な
い「
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ

ラ
」の
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、「
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
」は
、海
外
か
ら
の
旅
行
客
が
持
ち
込
ん
だ
豚
肉
製
品
か
ら
、

ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
等
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、そ
の
侵
入
に
対
し
最
大
限
の
警
戒
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
も
、夏
の「
阿
波
踊
り
」に
加
え
、今
年
は「
Ｇ
20
国
際
会
合
」や「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
」等
、大
き
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
控
え
、県
内
への
家
畜
伝
染
病
の
侵
入
リ
ス
ク
は

今
ま
で
に
な
く
高
ま
って
お
り
、本
県
畜
産
業
を
守

る
た
め
に
は
、そ
の
水
際
対
策
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

　
そ
こ
で
、国
内
外
で
発
生
す
る
家
畜
伝
染
病
を

本
県
に
侵
入
さ
せ
な
い
た
め
、県
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁「
福
井
政
策
監
」　

今
年
度
か
ら
、全
て
の

県・獣
医
師
職
員「
95
名
」を
防
疫
作
業
の
司
令
塔

と
な
る「
家
畜
防
疫
員
」に
任
命
し
、よ
り
一
層
の

「
即
応
体
制
」を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、海
外
か
ら
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

国
際
便
が
到
着
す
る
空
港
及
び
海
港
で
の「
水
際

対
策
」が
重
要
で
あ
り
、国
に
お
い
て
は
、全
て
の
入

国
者
に
対
す
る「
靴
底
消
毒
」の
実
施
や
、「
検
疫

探
知
犬
」を
活
用
し
た
手
荷
物
検
査
等
、検
疫
体

制
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、海
外
か
ら
の
旅
行
者
が
、ウ
イ
ル
ス
混

入
の
可
能
性
が
あ
る「
食
肉
製
品・加
工
食
品
」を

県
内
に
持
込
む
こ
と
が
な
い
よ
う
、空
港・海
港
に

お
い
て
、「
食
肉
製
品
の
持
込
み
禁
止
」の
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
、侵
入
防
止
の
徹
底
を
周
知
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、「
発
生
さ
せ
な
い
、持
ち
込
ま
せ
な
い
」と
の
強
い
気
概
の
下
、関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、家
畜
伝
染
病
の
侵
入
防
止
に
向
け
、守
り
の
体
制
を
し
っ
か
り
と
固
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　❹
自
転
車
道
の
整
備
に
つ
い
て

質
問「
庄
野
」　
愛
媛
県
と
広
島
県
を
結
ぶ
西
瀬
戸
自
動
車
道
は
、「
し
ま
な
み
海
道
」と

呼
ば
れ
、最
大
の
特
徴
は
、自
動
車
専
用
道
路
で
あ
り
な
が
ら
、自
転
車
道
が
整
備
さ
れ
、自

転
車
及
び
歩
行
者
が
通
行
で
き
る
こ
と
で
す
。7
つ
の
橋
で
結
ば
れ
た
島
々
に
は
自
転
車
道

や
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
自
転
車
通
行
空
間
が
整
備
さ
れ
、魅
力
的
な
観
光
資
源
と
な
っ
て

お
り
、外
国
か
ら
も
多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
訪
れ
、民
宿
等
に
宿
泊
し
て
い
ま
す
。

　
し
ま
な
み
街
道
を
楽
し
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
す
る
人
た
ち
を
見
る
と
、「
大
鳴
門
橋
を
自

転
車
で
走
り
た
い
」と
い
う
想
い
が
一
層
強
く
な
り
ま
す
。

　
世
界
最
大
規
模
の
渦
潮
を
眼
下
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
き
る
、世
界
で
類
を
見
な
い
自
転
車

道
が
実
現
す
れ
ば
、本
県
の
自
転
車
道
の
整
備
推
進
や
新
た
な
観
光
客
の
誘
致
に
つ
な
が
る

と
思
って
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、質
問
で
す
が
、大
鳴
門
橋
の
自
転
車
道
の
実
現
に
向
け
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

答
弁「
北
川
県
土
整
備
部
長
」　
現
在
、大
鳴
門
橋
の「
新
た
な
活
用
策
」と
し
て
、「
自
転

車
道・設
置
」の
可
能
性
に
つ
い
て
兵
庫
県
、本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
と
連
携

し
、検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
の
自
転
車
道
が
実
現
す
れ
ば
、「
鳴
門
の
渦
潮
」

と
相
ま
って
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、世
界
で
唯
一の
魅
力
的
な「
自
転
車

走
行
空
間
」に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、昨
年
度
よ
り
、自
転
車
道
設
置
に
伴
う「
重
量
増
加
」に

よ
る
影
響
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、今
年
度
は
、暴
風
時
の
影
響
を
解

析
す
る「
風
洞
試
験
」を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、引
き
続
き
、

「
渦
の
道
と
の
共
存
」に
配
慮
し
た
配
置
計
画
や
、事
業・運
営
手
法
、採

算
性
の
検
討
な
ど
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、本
県
に
お
け
る
、一
層
の
観
光
振
興
や
、更
な
る
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、引
き
続
き
、関
係
機
関
と
連
携
し
、大
鳴
門
橋

への「
自
転
車
道・設
置
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。　
　

　❺
こ
の
他
に
も
…

●
タ
ン
デ
ム
自
転
車
の一般
公
道
に
お
け
る
走
行
解
禁
に
つい
て
●
県
職

員
、教
員
の
働
き
方
改
革
に
つい
て
●
農
福
連
携
に
つい
て
●
畜
産
振
興

に
つい
て
●
県
土
強
靭
化
に
つい
て 

等
質
問
し
ま
し
た
。

（
メ
ー
ル
等
で
、皆
様
方
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
で
す
。）

関西広域連合議会にて登壇し、関西広域連合として
アフリカ豚コレラの国内侵入を防ぐ取り組み強化を求めました。

（2019年11月21日） 

プラスチックごみ削減フォーラムに
参加しました。（徳島グランヴィリオホテル）

（2019年8月27日） 

2
0
1
9
年
6
月
25
日
、

会
派「
新
風
と
く
し
ま
」を
代
表
し
て

文
教
厚
生
委
員
会

環
境
対
策
特
別
委
員
会

関
西
広
域
連
合
議
会

　
議
員

　❶
地
球
温
暖
化
防
止
対
策・水
素

　
　

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

質
問「
庄
野
」　
近
年
、地
球
温
暖
化
防
止
対
策
は
ま
さ
に
差

し
迫
っ
た
課
題
と
な
って
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、脱
炭
素
社
会

を
実
現
す
る
た
め
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が「
水
素
」で
す
。県
が

掲
げ
る「
2
0
2
0
年
燃
料
電
池
バ
ス
本
県
導
入
」は
、県
民

生
活
に
身
近
な
も
の
と
し
て
、ま
た
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
と
し

て
、本
格
的
な
普
及
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。そ
こ
で
、燃
料
電
池
バ
ス
の
本
格
的
な
運
航
に
必
須
で
あ

る
県
内
の
水
素
供
給
拠
点
の
整
備
に
向
け
、今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁「
飯
泉
知
事
」　
本
県
で
は
、平
成
27
年
度
に「
徳
島
県

水
素
グ
リ
ッ
ド
構
想
」を
策
定
し
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来・水

素
ス
テ
ー
シ
ョン
、四
国
初・移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョン
の
導
入
、

全
国
に
先
駆
け
た
公
用
車
への「
燃
料
電
池
自
動
車
」の
導
入

な
ど
、着
実
に
社
会
実
装
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、公
共
交
通
機

関
への
燃
料
電
池
バ
ス
の
導
入
を
前
提
と
し
た「
水
素
供
給
拠

点
」の
整
備
に
向
け
、「
四
国
大
陽
日
酸・株
式
会
社
」「
東
亞

合
成
株
式
会
社
」に
本
県
も
加
わ
っ
た
三
者
の
間
で
、水
素
ス

テ
ー
シ
ョン
の
開
設
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、合
意
に
至
り
ま

し
た
。

　「
全
国
初
」と
な
る「
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー・副
生
水
素
」

活
用
に
よ
る「
3
6
5
日
定
時
運
用
」が
可
能
な
水
素
ス
テ
ー

シ
ョン
の
2
0
2
0
年
度
中
の
設
置
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　❷
食
品
ロ
ス
削
減
対
策
に
つ
い
て

　
食
品
ロ
ス
の
削
減
は
、今
や
世
界
的
な
課
題
で
あ
り
、国
連
の

「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」で
も
、「
一
人
当
た
り

の
食
料
廃
棄
量
を
世
界
全
体
で
2
0
3
0
年
ま
で
に
半
減
さ

せ
る
」と
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、去
る
5
月
31
日
、「
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
」が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
が
、食
品
関
連
事
業
者
に
加
え
、廃
棄
さ
れ
る
食
品
を
企
業
な
ど
か
ら
譲
り

受
け
、福
祉
施
設
な
ど
に
届
け
る「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」の
活
動
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

も
、政
府
や
自
治
体
に
促
し
て
い
る
点
は
、特
に
評
価
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
お
伺
い
し
ま
す
。食
品
ロ
ス
削
減
対
策
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
に
は
、事

業
者
や「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」な
ど
に
対
す
る
県
の
支
援
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
が
、「
食

品
ロ
ス
削
減
推
進
法
」の
制
定
を
機
に
、今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

答
弁「
福
井
政
策
監
」　
廃
棄
さ
れ
る

食
品
の
半
数
は
、「
外
食
」や「
食
品
の
製

造
流
通
段
階
」で
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
食
品
関
連
事
業
者
」や「
フ
ー
ド
バ

ン
ク
」に
よ
る「
実
践
」を「
後
押
し
」す

る
取
り
組
み
を
展
開
し
、「
食
品
ロ
ス
削

減
の
日
」で
あ
る
10
月
30
日
に
本
県
で
開

催
す
る「
全
国
大
会
」に
お
い
て
、強
力
に

発
信
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま

た
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」に
関
し
て
は
、「
活

躍
の
場
」を
県
下
全
域
へ
と
広
げ
る
こ
と

が
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、具
体
的
に
は
、

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」に
加
え
、「
食
品
提
供

事
業
者
」「
社
会
福
祉
協
議
会
」「
子
ど

も
食
堂
」「
シ
ス
テ
ム
開
発
業
者
」な
ど

が
参
画
す
る
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク・モ
デ
ル
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、新
た
な「
フ
ー
ド
バ
ン
ク・

2
0
1
9
年

2
月
13
日
　

2
月
定
例
県
議
会
開
会

　
　
16
日
　
第
6
回
木
育
サ
ミ
ッ
ト
in
徳
島（
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）

　
　
19
日
　
代
表
質
問

　
　
20
日
、  

21
日
　
一
般
質
問

　
　
27
日
、  

28
日
　
県
土
整
備
委
員
会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3
月
1
日
　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会
　

　
　

8
日
　

2
月
定
例
県
議
会
閉
会

　
　
14
日
　
大
松
小
学
校
卒
業
式

　
　
15
日
　
大
松
幼
稚
園
保
育
修
了
式

　
　
17
日
　
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９

　
　
29
日
　
県
議
選
告
示

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4
月
7
日
　
県
議
選
投
票
日（
7
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
）

　
　

9
日
　
大
松
小
入
学
式

　
　
10
日
　
大
松
幼
稚
園
入
園
式

　
　
27
日
　
メ
ー
デ
ー

　
　
29
日
　
竹
林
を
見
る
会（
食
と
み
ど
り
、水
を
守
る
徳
島
県
民
会
議

　
　
　
　
　
阿
南
市
福
井
町
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5
月
16
日
　
移
動
店
舗
事
業
協
同
組
合
総
会（
Ｊ
Ａ
会
館
）

　
　
17
日
　
臨
時
県
議
会

　
　
23
日
　
徳
島
市
戦
没
者
追
悼
式

　
　
26
日
　
フ
レッ
セ
定
期
大
会（
Ｊ
Ａ
会
館
）

　
　
30
日
　
徳
島
県
獣
医
師
会
第
8
回
通
常
総
会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

6
月
1
日
　
県
職
連
合
ま
つ
り

　
　

8
日
　
ア
ジ
ア・ア
フ
リ
カ
支
援
米
田
植
え（
主
催・食
と
み
ど
り
、水

　
　
　
　
　
を
守
る
徳
島
県
民
会
議
）

　
　
14
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

　
　
18
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

　
　
19
日
　

6
月
定
例
県
議
会
開
会

　
　
22
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会（
大
阪
市
、本
部
）

　
　
25
日
　
代
表
質
問

　
　
26
日
、 

27
日
　
一
般
質
問

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

7
月
3
日
、 

5
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　

9
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会

　
　
16
日
　

6
月
定
例
県
議
会
閉
会

　
　
23
日
　
文
教
厚
生
委
員
会
県
内
視
察（
鳴
門
病
院
他
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

8
月
5
日
～
7
日
　
文
教
厚
生
委
員
会
県
外
視
察（
秋
田
県
、東
京
都
）

　
　
12
日
　
阿
波
踊
り（
麻
布
大
学
同
窓
会
）

　
　
22
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会
、全
員
協
議
会（
大
阪
市
、本
部
）

　
　
24
日
、 

25
日
　
江
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
親
善
行
事（
江
南
市
）

　
　
29
日
、 

30
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会
８
月
定
例
会（
堺
市
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

9
月
3
日
、  

4
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会
視
察（
神
奈
川
県
、東
京
都
）

　
　
13
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

　
　
16
日
　
敬
老
会（
大
松
小
学
校
体
育
館
）

　
　
18
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

　
　
19
日
　

9
月
定
例
県
議
会
開
会

　
　
23
日
　
第
49
回
小・中
剣
道
大
会（
徳
島
眉
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
主
催
）

　
　
25
日
　
代
表
質
問

　
　
26
日
　
一
般
質
問

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

10
月
2
日
、 

3
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　

5
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会（
大
阪
市
、本
部
）

　
　

7
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会

　
　
11
日
　

9
月
定
例
県
議
会
閉
会

　
　
13
日
　
大
松
小
学
校
運
動
会

      

19
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会（
大
阪
市
、本
部
）

      

21
日
　
反
戦
集
会（
徳
島
市
）

      

25
日
　
環
境
問
題
講
演
会（
大
阪
市
）

      

30
日
　
食
品
ロ
ス
全
国
大
会（
徳
島
市
）

      

31
日
　
狭
山
県
内
集
会（
徳
島
市
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

11
月
2
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会（
大
阪
市
、本
部
）

　
　
10
日
　
第
1
回
徳
島
木
育
サ
ミ
ッ
ト（
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
）

　
　
21
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会（
大
阪
市・庄
野
登
壇
、質
問
）

　
　
25
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

      

28
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）　

      

29
日
　
11
月
定
例
県
議
会
開
会

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     

12
月
4
日
　
代
表
質
問

　
　

5
日
　
一
般
質
問

　
　

7
日
　
コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム（
徳
島
市
）

　
　
11
日
、  

12
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
16
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会

　
　
19
日
　
11
月
定
例
県
議
会
閉
会

２
０
２
０
年

１
月
5
日
　
徳
島
市
消
防
出
初
式

　
　

8
日
　
連
合
徳
島
旗
開
き

　
　
10
日
　
自
治
労
徳
島
県
本
部
旗
開
き

　
　
12
日
　
合
同
成
人
式（
多
家
良
コ
ミ
セ
ン
）

　
　
14
日
　
県
職
連
合
旗
び
ら
き

　
　
15
日
～
18
日
　
会
派
研
修（
香
港・J
E
T
R
O
、在
香
港
日
本
国

　
　
　
　
　
領
事
館
他
）

　
　
23
日
　
農
業
振
興
議
員
連
盟
視
察（
勝
浦
町
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2
月
2
日
　
佐
那
河
内
村
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　
　

6
日
　
文
教
厚
生
委
員
会（
事
前
）

　
　

8
日
　
第
7
回
木
育
サ
ミ
ッ
ト
in
新
木
場（
東
京
都
）

　
　
10
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会（
事
前
）

　
　
12
日
　

2
月
定
例
県
議
会
開
会

　
　
15
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会（
大
阪
市
）

　
　
18
日
　
代
表
質
問

　
　
19
日
、 

20
日
　
一
般
質
問

　
　
27
日
、 

28
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3
月
1
日
　
関
西
広
域
連
合
議
会（
大
阪
市
）

　
　

3
日
　
環
境
対
策
特
別
委
員
会

　
　
10
日
　

2
月
定
例
県
議
会
閉
会

シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、多
様
な
主
体
が
連
携
し
、「
県
民
総
ぐ
る
み
」で「
食
べ
物
を
無
駄
に
し
な
い

意
識
」の
醸
成・定
着
を
図
り
、「
本
県
が
食
品
ロ
ス
削
減
を
リ
ー
ド
す
る
」と
の
強
い
決
意
を

持
ち
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　❸「
家
畜
伝
染
病
」の
発
生
に
備
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　防
疫
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

質
問「
庄
野
」　
昨
年
9
月
に
は
、国
内
で
は
26
年
ぶ
り
に
岐
阜
県
で「
豚
コ
レ
ラ
」が
発
生

し
、こ
れ
ま
で
に
10
万
頭
を
超
え
る
豚
が
殺
処
分
さ
れ
る
と
い
う
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、未
だ
終
息
に
至
って
い
な
い
状
況
で
す
。

　
一方
、海
外
で
は
、伝
播
力
が
強
く
、有
効
な
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
法
が
な
い「
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ

ラ
」の
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、「
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
」は
、海
外
か
ら
の
旅
行
客
が
持
ち
込
ん
だ
豚
肉
製
品
か
ら
、

ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
等
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、そ
の
侵
入
に
対
し
最
大
限
の
警
戒
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
も
、夏
の「
阿
波
踊
り
」に
加
え
、今
年
は「
Ｇ
20
国
際
会
合
」や「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
」等
、大
き
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
控
え
、県
内
への
家
畜
伝
染
病
の
侵
入
リ
ス
ク
は

今
ま
で
に
な
く
高
ま
って
お
り
、本
県
畜
産
業
を
守

る
た
め
に
は
、そ
の
水
際
対
策
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

　
そ
こ
で
、国
内
外
で
発
生
す
る
家
畜
伝
染
病
を

本
県
に
侵
入
さ
せ
な
い
た
め
、県
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁「
福
井
政
策
監
」　

今
年
度
か
ら
、全
て
の

県・獣
医
師
職
員「
95
名
」を
防
疫
作
業
の
司
令
塔

と
な
る「
家
畜
防
疫
員
」に
任
命
し
、よ
り
一
層
の

「
即
応
体
制
」を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、海
外
か
ら
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

国
際
便
が
到
着
す
る
空
港
及
び
海
港
で
の「
水
際

対
策
」が
重
要
で
あ
り
、国
に
お
い
て
は
、全
て
の
入

国
者
に
対
す
る「
靴
底
消
毒
」の
実
施
や
、「
検
疫

探
知
犬
」を
活
用
し
た
手
荷
物
検
査
等
、検
疫
体

制
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、海
外
か
ら
の
旅
行
者
が
、ウ
イ
ル
ス
混

入
の
可
能
性
が
あ
る「
食
肉
製
品・加
工
食
品
」を

県
内
に
持
込
む
こ
と
が
な
い
よ
う
、空
港・海
港
に

お
い
て
、「
食
肉
製
品
の
持
込
み
禁
止
」の
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
、侵
入
防
止
の
徹
底
を
周
知
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、「
発
生
さ
せ
な
い
、持
ち
込
ま
せ
な
い
」と
の
強
い
気
概
の
下
、関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、家
畜
伝
染
病
の
侵
入
防
止
に
向
け
、守
り
の
体
制
を
し
っ
か
り
と
固
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　❹
自
転
車
道
の
整
備
に
つ
い
て

質
問「
庄
野
」　
愛
媛
県
と
広
島
県
を
結
ぶ
西
瀬
戸
自
動
車
道
は
、「
し
ま
な
み
海
道
」と

呼
ば
れ
、最
大
の
特
徴
は
、自
動
車
専
用
道
路
で
あ
り
な
が
ら
、自
転
車
道
が
整
備
さ
れ
、自

転
車
及
び
歩
行
者
が
通
行
で
き
る
こ
と
で
す
。7
つ
の
橋
で
結
ば
れ
た
島
々
に
は
自
転
車
道

や
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
自
転
車
通
行
空
間
が
整
備
さ
れ
、魅
力
的
な
観
光
資
源
と
な
っ
て

お
り
、外
国
か
ら
も
多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
訪
れ
、民
宿
等
に
宿
泊
し
て
い
ま
す
。

　
し
ま
な
み
街
道
を
楽
し
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
す
る
人
た
ち
を
見
る
と
、「
大
鳴
門
橋
を
自

転
車
で
走
り
た
い
」と
い
う
想
い
が
一
層
強
く
な
り
ま
す
。

　
世
界
最
大
規
模
の
渦
潮
を
眼
下
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
き
る
、世
界
で
類
を
見
な
い
自
転
車

道
が
実
現
す
れ
ば
、本
県
の
自
転
車
道
の
整
備
推
進
や
新
た
な
観
光
客
の
誘
致
に
つ
な
が
る

と
思
って
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、質
問
で
す
が
、大
鳴
門
橋
の
自
転
車
道
の
実
現
に
向
け
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

答
弁「
北
川
県
土
整
備
部
長
」　
現
在
、大
鳴
門
橋
の「
新
た
な
活
用
策
」と
し
て
、「
自
転

車
道・設
置
」の
可
能
性
に
つ
い
て
兵
庫
県
、本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
と
連
携

し
、検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
の
自
転
車
道
が
実
現
す
れ
ば
、「
鳴
門
の
渦
潮
」

と
相
ま
って
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、世
界
で
唯
一の
魅
力
的
な「
自
転
車

走
行
空
間
」に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、昨
年
度
よ
り
、自
転
車
道
設
置
に
伴
う「
重
量
増
加
」に

よ
る
影
響
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、今
年
度
は
、暴
風
時
の
影
響
を
解

析
す
る「
風
洞
試
験
」を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、引
き
続
き
、

「
渦
の
道
と
の
共
存
」に
配
慮
し
た
配
置
計
画
や
、事
業・運
営
手
法
、採

算
性
の
検
討
な
ど
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、本
県
に
お
け
る
、一
層
の
観
光
振
興
や
、更
な
る
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、引
き
続
き
、関
係
機
関
と
連
携
し
、大
鳴
門
橋

への「
自
転
車
道・設
置
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。　
　

　❺
こ
の
他
に
も
…

●
タ
ン
デ
ム
自
転
車
の一般
公
道
に
お
け
る
走
行
解
禁
に
つい
て
●
県
職

員
、教
員
の
働
き
方
改
革
に
つい
て
●
農
福
連
携
に
つい
て
●
畜
産
振
興

に
つい
て
●
県
土
強
靭
化
に
つい
て 

等
質
問
し
ま
し
た
。

（
メ
ー
ル
等
で
、皆
様
方
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
で
す
。）



2019
2020年3月10日

No.34 2019年 1月25日
日本ジビエサミット in 徳島が開催され、参
加。（徳島グランヴィリオホテル）

2019年 2月16日
木育サミット in 徳島に参加。（あわぎんホー
ル）

2019年 3月12日
連合徳島主催の「暮らしの底上げ街宣」に
参加し、公正・公平な社会の実現を訴えた。

2019年 3月17日
徳島マラソン2019スタートセレモニーに
参加。

2019年 6月1日
県職連合まつりに参加。すだちくんも頑張り
ました。（アスティとくしま）

2019年 6月8日
アジアアフリカ支援米田植え。（食とみどり、
水を守る徳島県民会議主催）

2019年 8月30日
関西広域連合議会にて、J-GREEN SAKAI
堺市立サッカー・ナショナルトレーニングセ
ンターを訪問。

2019年 10月30日
食品ロス全国大会に参加。（徳島グランヴィ
リオホテル）

2019年 9月5日
Ｇ２0国際会合に出席。（徳島クレメントホテル）

2019年 12月7日
コウノトリフォーラムを、実行委員会で開催。

2019年 12月18日
四国大学文学部学生による、書道パフォー
マンス。（議事堂１階）

2019年 2月16日
美波町にて、ワカメなどの調査を実施。


